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特集：新年度予算

や愈しい大野』＠昌現

し
尿
処
理
施
設
更
新
に
着
1

平
成
9
年
度
予
算
概
要

一般会計は146億600万円

　

桜
の
便
り
も
聞
か
れ
る
四
月
は
何
か
と
気
分
も
新
た
に
な

り
、
同
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
新
年
度
予
算

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
平
成
九
年
度
の
当
初
予
算
が
第
－
－
百

八
十
九
回
定
例
市
議
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
総
額
は
二
亘
一

十
六
億
二
千
七
百
四
十
八
万
円
と
な
り
、
前
年
度
比
四
・
五

い
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
へ
の
基
礎
と
な
る
都

市
づ
く
し
ソ
や
生
活
に
密
着
し
た
施
設
整
備
の
た
め
の
積
極
的

な
予
算
で
す
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計

歳
入

　

市
税
は
、
好
不
況

や
国
の
税
制
改
正
な

ど
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
は
特
別
減
税
の
廃

止
に
よ
る
個
人
市
民
税
の
回
復
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
固
定
資

産
税
は
在
来
家
屋
の
減
価
に
よ
り

減
収
の
見
込
み
で
す
。
そ
の
結
果
、

市
税
全
体
で
は
前
年
度
比
二
・
五

に
増
の
三
十
九
億
六
千
四
百
八
十

八
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普

通
交
付
税
が
三
十
九
億
六
千
万

円
、
特
別
交
付
税
に
六
億
円
を
見

込
み
、
前
年
度
比
〇
●
七
レ
の
増

と
な
り
ま
す
。

　

市
債
は
、
新
規
の
建
設
事
業
の

財
源
な
ど
で
十
一
億
七
百
二
十
万

円
を
見
込
み
、
臨
時
税
収
補
て
ん

債
一
億
八
千
万
円
を
計
上
し
た
た

め
前
年
度
比
三
〇
・
三
レ
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
財
源
の
不

足
を
補
う
た
め
に
財
政
調
整
基
金

を
三
億
一
千
万
円
取
り
崩
す
予
定

で
す
。

歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
、
効
率
的
な

配
分
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
経

常
経
費
は
極
力
抑
制
し
、
投
資
的

経
費
部
門
へ
重
点
的
に
配
分
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
人
づ
く
り
な

ど
ソ
フ
ト
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
施
設
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
の

充
実
に
配
意
。
市
の
支
出
が
市
内

の
経
済
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
財
源
の
許
す
限
り

で
予
算
規
模
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
衛
生
費
は
六
三
●
ニ
レ
増

と
、
大
幅
な
伸
び
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
市
の
重
要
事
業
で
あ

る
、
し
尿
処
理
施
設
の
更
新
や
健

康
保
養
施
設
の
整
備
に
着
手
す
る

た
め
で
す
。
次
い
で
中
挾
の
市
営

住
宅
建
設
を
含
む
土
木
費
が
一

五
・
五
レ
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。



同｜標聡『カnい大野。

新年度予算のポイント

2当初予算に重点を置いた年間総合予算

2市内経済の回復のため予算の拡大に努力

2重要施策推進のための事業を取り組む

2振興実施計画との整合性を図る

2経費削減のため事業を見直し

3年計画で建設される健康保養施設（完成予想図）

特
別
会
計

国
民
健
康

保
険
事
業

　

老
人
保
健
拠
出
金

が
増
え
て
い
る
反
面
、

保
険
給
付
費
の
減
少
に
よ
り
予
算

総
額
は
前
年
度
比
2
・
四
回
減
の

二
上
四
億
一
一
千
九
百
四
十
六
万

円
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
糖
尿

病
予
防
教
室
・
健
康
ウ
ォ
ー
ク
な

ど
を
千
二
百
四
万
円
で
実
施
し
ま

す
。
財
政
調
整
基
金
か
ら
は
一
億

二
百
万
円
が
繰
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

老
人

保
健

　

老
齢
人
口
と
医
療

費
の
増
加
に
よ
り
、

予
算
総
額
は
四
十
七
億
八
千
百
三

十
九
万
円
と
前
年
度
比
二
I
・
七

ぺ
‥
の
大
幅
な
増
。
医
療
費
の
市
負

担
分
で
あ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

人
金
は
、
二
億
六
千
三
百
九
上
六

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道

事
業

　

こ
の
会
計
は
、
八

地
区
の
市
営
簡
易
水

道
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
会
計

で
す
。
前
年
度
比
一
・
四
回
減
の

六
千
九
百
七
十
三
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

農
業
集
落

排
水
事
業

　

農
村
型
下
水
道
の

建
設
と
供
用
開
始
地

区
の
維
持
管
理
の
た
め
の
会
計
で
、

総
額
は
三
億
五
千
九
百
五
万
円
。

三
地
区
の
建
設
費
と
六
地
区
の
維

持
管
理
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道

事
業

　

下
水
道
事
業
に
着

手
す
る
た
め
今
年
度

か
ら
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総

額
は
九
千
九
百
九
十
七
万
円
。
一

般
会
計
か
ら
四
千
五
百
四
上
八
万

円
か
繰
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

水
道

事
業

　

予
算
総
額
は
、
二

億
八
千
百
八
十
八
万

円
で
、
前
年
度
比
十
二
・
九
ぺ
‥
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計

か
ら
一
億
千
八
十
八
万
円
か
繰
り

入
れ
ら
れ
ま
す
。

区分 平成9年度 平成8年度 対前年度比

一般会計 146億600万円 142億4，100万円 2．6％

特
別
会
計

国民健康保険 24億2，946万円 24億4．002万円 △0．4％

老人保健 47億8，139万円 39億2．961万円 21．7％

簡易水道 6，973万円 7，071万円 △1．4％

農業集落排水 3億5，905万円 6億5，423万円 △45．1％

下水道 9．997万円 一 －

企業会計（水道） 2億8．188万円 3億2，381万円 △12．9％

合計 226億2，748万円 216億5，938万円 4．5％

一般会計の内訳

歳入

146億
600万円

歳出

146億
600万円



しあわせな暮らしづくりのために

〇平成11年度完成を目指し，温浴施

　

設や温水プールを核とした健康保

　

養施設の整備を進めます

　

………………………3億2．035万円

〇南部第二・幸町などへ上水道を拡

　

張します………………2，634万円

〇公共下水道の終末処理場と主要な

　

配管の詳細設計をします

　

…………………………5，968万円

〇上庄第二・上庄西部・黒谷などで

　

農業集落排水事業を実施します

　

………………………2億6，432万円

〇リサイクルの推進のため資源ごみ

　

の回収を週1回行います。村部の

　

可燃ごみ収集を週1回から2回に

　

増やします……………1億43万円

〇資源ごみの一時保管のためのスト

　

ックヤードを，クリーンセンター

　

に新設します…………1，484万円

〇し尿処理施設を3年の継続事業で

　

更新します…………2億7，285万円

〇合併処理浄化槽を設置する人や事

　

業所に補助をします…4，382万円

〇休日急患診療所の日曜日の診療を

　

7月から午後9時まで延長し，医

　

療装置を更新します…8，006万円

〇市老人保健福祉計画の見直しをし

　

ます………………………109万円

〇老人ホームヘルパーを2人増員し，

　

11人体制にします……3，244万円

〇独り暮らし老人緊急通報装置を30

　

台増設します……………184万円

〇老人福祉センターの屋上防水工事

　

をします………………1，613万円

〇地域に密着した児童育成計画（工

　

ンゼルプラン）を策定します

　

……………………………200万円

〇地域子育て支援センターを義景保

　

育園に開設します………247万円

〇中挾に鉄筋3階建て，18戸分の

　

市営住宅を2年の継続事業で建設

　

します…………………6，217万円

〇葬斎場の火葬炉の改修などを行い

　

ます……………………1，915万円

三
年
計
画
で
更
新
さ
れ
る
し
尿
処
理
場

子孫に誇れる郷土づくりのために

〇中部縦貫自動車道の早期建設を促

　

進します………………3，786万円

〇都市マスタープランの報告書を作

　

成し、都市づくりシンポジウムを

　

開催します………………391：万円

〇町並みの保存や保護の方法を研究

　

し、「まち並み景観賞」を創設し

　

ます………………………155万円

〇北部第三土地区画整理事業の計画

　

を策定し、組合を設立します

　

…………………………1．539万円

〇街路三番線などの街路整備をしま

　

す……………………1億7，915万円

〇市道の改良や舗装を進めます

　

…………………………2億426万円

〇大野高校東線や七間線などの地方

　

特定道路の整備をします

　

………………………1億6，901万円

〇除雪ドーザー車や小型除雪車を更

　

新します………………2，756万円

〇平家平のブナの森の維持管理や有

　

効利用するために自然環境調査を

　

します……………………339万円

〇上舌区をモデルに合併処理浄化槽

　

による生活雑排水処理の効果を調

　

べます……………………138万円

〇市地域防災計画を見直し、策定し

　

ます………………………980万円

〇コミュニティ防災拠点施設を有明

　

町に建設します…………572万円

〇7ヵ所に耐震性防火水槽（空き地

　

用6基、道路用1基）を設置しま

　

す………………………3，300万円

〇市民参加で平成大野屋の本店を設

　

立し、全国の支店主と交流します

　

……………………………314万円

平成8年度平成大野屋初寄り合い



活力ある産業づくりのために
〇水田園芸に必要な施設・機械の整

　

備に補助をします……4，672万円

〇トマトの養液栽培施設建設に補助

　

をします………………6，322万円

〇農業構造を確立するための機械化

　

に補助をします………7，822万円

〇堆肥製造施設の整備をします

　

………………………1億4，519万円

〇団体営農道整備事業で市南部と東

　

部の農道舗装をします

　

…………………………7，930万円

〇林業地域総合整備事業で林道3路

　

線を整備します……1億2，958万円

〇中小企業の新技術研究や開発に補

　

助をします………………200万円

〇中国遼陽市へ経済調査のため訪問

　

します……………………274万円

〇工場の増設などに地域総合整備資

　

金を貸し付けます……3，800万円

〇麻那姫湖青少年旅行村のトイレを

　

水洗化します…………1，123万円

〇まちなか観光のために観光情報の

　

検索システムやFMガイドシステ

　

ムを導入します………2，703万円

〇織物工業協同組合建物の再利用計

　

画をつくります…………346万円

〇ファミリーリゾート整備で六呂師

　

高原に温浴施設などを2年の継続

　

事業で建設します……1億331万円

ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
る

麻
那
姫
湖
青
少
年
旅
行
村

心豊かな人づくりのために
〇有終西小学校北館の床・壁・照明

　

などを改修します……4．637万円

〇中学校に教育用パソコン20台を

　

増設します……………1，000万円

〇開成中学校の体育館などを改修し

　

ます……………………1億125万円

〇小学5・6年生35人を兵庫県南

　

淡町へ派遣し，市内の探検や子ど

　

もサミットも開催します

　

……………………………327万円

〇「大野少年の翼パートⅢ」豪州訪

　

問団に補助をします……236万円

〇「大野っ子サタデープラン」で小

　

学3～6年生が市内の文化財や史

　

跡を探訪します……………50万円

〇市民の主体的な文化芸術活動に補

　

助をします………………150万円

〇専任嘱託員を採用するなどして、

　

埋蔵文化財の試掘調査をします

　

……………………………357万円

〇イトヨの研修会や啓発パンフレッ

　

トの作成を行います……181：万円

〇越前大野城の外壁の修繕をします

　

……………………………942万円

〇春日集会場の建設をします

　

…………………………2，642万円

中学生による昨年の三石町訪問

その他の主な事業

〇情報公開を進めるために、行政資

　

料室を設置し、情報公開懇話会を

　

開きます…………………346万円

〇有終会館や文化会館など市の施設

　

の管理を管理公社に委託し、効率

　

的な運営をします……1億329万円

〇地区へ出向いて生涯学習の出張講

　

座を開きます……………154万円

〇不惑40歳・還暦60歳の市民を対

　

象に、第2・第3の成人式という

　

意味で「ふわく、かんれきのつど

　

い」を開きます……………89万円

〇新婚カップル30組を対象に中島公

　

園で記念植樹をします……80万円

〇親子を対象に河川の環境美化のた

　

めの教室を開きます………53万円

〇歴史的な建造物などを調査し、保

　

存と活用を検討します……63万円管理公社が置かれる有終会館



副
議
長
に
竹
内
安
汪
氏

　

三
月
に
行
わ
れ
た
定
例
市
議
会

で
、
竹
内
安
汪
氏
（
5
7
歳
・
上
据
）

が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
氏
は
平
成
三
年
に
市
議
初
当

選
し
、
総
務
、
産
業
経
済
各
常
任

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
て
現
在
二

期
目
。

　

ま
た
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
な
ど
の
構
成
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　　

副議長
竹内安汪氏

特
別
職
な
ど
の

　

給
料
・
報
酬
を
改
定

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

に
基
づ
き
、
市
長
の
給
料
月
額
や

市
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
な
ど
が

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
ぶ
り
、
平
均
一
・
八
七
レ
の

引
き
上
げ
で
す
。

議
員

副
議
長

議
長

教
育
長

収
入
役

助
役

市
長

役
職

3
5
・
7
万
円

3
7
・
7
万
円

4
4
・
8
万
円

6
3
・
7
万
円

6
6
・
2
万
円

7
6
・
4
万
円

9
3
・
7
万
円

改
定
後

7
千
円

7
千
円

8
千
円

1
・
2
万
円

1
・
2
万
円

！
・
4
万
円

1
・
7
万
円

引
上
額

常
任
委
員
会

総務

○
牧
野
勇

2
畑
中
章
男

　

藤
田
護

　

砂
子
三
郎

　

金
森
幸
蔵

　

平
間
源
治

済
経

業
産

○
谷
口
彰
三

2
幾
山
秀
一

　

浦
井
智
治

　

宇
野
政
市
郎

　

常
見
悦
郎

　

雨
塚
忠
夫

設建

○
坂
元
千
秋

○
笹
島
彦
治

　

本
田
章

　

村
西
利
栄

　

野
田
幾
久
代

生民
育

教

○
高
岡
和
行

2
米
村
輝
子

　

岡
田
高
大

　

竹
内
安
汪

　

松
井
治
男

　

栄
正
夫

議
会
運
営
委
員
会

○
常
見
悦
郎

2
畑
中
章
男

○
委
員
長
2
副
委
員
長

市
公
共
施
設
管
理
公
社
が

発
足

　

こ
の
ほ
ど
財
団
法
人
大
野
市
公

共
施
設
管
理
公
社
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
事
務
局
は
有
終
会
館
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
、

市
が
持
っ
て
い
る
次
の
公
共
施
設

が
、
こ
の
公
社
に
よ
っ
て
管
理
運

営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
文
化
会
館
・
有
終
会
館
…
工

キ
サ
イ
ト
広
場
・
亀
山
公
園
・

有
終
公
園
・
明
治
公
園
・
市
体

育
施
設
…
市
営
駐
車
場
・
市
自

転
車
駐
車
場

　

各
施
設
の
使
用
方
法
や
使
用
料

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
開
館
時
間
が

午
後
上
時
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と

や
使
用
の
申
し
込
み
が
事
務
局
で

一
括
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

公
社
で
は
、
徐
々
に
施
設
を
利

用
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
有
終
会
館
内
診

　

大
野
市
公
共
施
設
管
理
公
社
事

　

務
局
（
豊
6
5
・
8
7
6
6
）
ま

　

で

国
民
健
康
保
険
税
は

　
　

負
担
割
合
を
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
割
合

を
平
均
的
に
す
る
た
め
に
、
平
成

九
年
度
か
ら
所
得
割
や
資
産
割
の

引
き
下
げ
を
行
い
、
均
等
割
と
平

等
割
を
引
き
上
げ
ま
す
。

改正後 改正前

限度額 53万円 52万円

所得割 7．3応 7．8に

資産割 38応 48に

均等割
（1人当たり）

19，600円 15，000円

平等割
（1世帯当たり）

24，000円 19，000円

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

　

市
で
は
健
康
で
福
祉
に
理
解
の

あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員
3
人
（
男
女
を
問
わ

　

な
い
）

応
募
資
格
？
昭
和
4
1
年
5
月
2

　

日
以
降
生
ま
れ
▼
高
校
卒
業
程

　

度
の
学
力
を
有
す
る
▼
普
通
自

　

動
車
免
許
保
有

締
め
切
り
4
月
2
1
日
2

申
し
込
み
方
法
履
歴
書
を
市
役

　

所
福
祉
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
4
）
ま
で
提
出

くみ取り料金t5市営バス料金を改定

　

諸物価の上昇や消費税率の引き上げなどに伴い、市の

各種料金が4月1日から次のとおり変更されます。ご注

意ください。

☆し尿くみ取り料金20昌につき126円を135円に変更

☆市営バス白山線

　

・260円～770円区間は10円引き上げ

　

・780円～1，000円区間は20円引き上げ

☆市営簡易水道料金月々の使用料金に乗じる数値を

　

1．03から1．05に変更

☆市水道料金月々の使用料金に乗じる数値を，1．03

　

から1．05に変更

☆住宅用家屋証明申請手数料（新築・取得）

　

1，200円を1，300円に変更



エキサイティング

スポーツ

情｝報

第
3
3
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ー
J

5
月
2
5
日
午
前
1
0
時
ス
タ
ー
1

申
し
込
み
は
今
月
2
3
日
ま
で

　

水と緑にはぐくまれた奥越路を楽しく走ろうと、

第三十三回越前大野名水マラソンが次のとおり開催

されます。

　

健康づくりと触れ合いを求めて、地元をはじめ県

内外からの参加者は年ごとに増えています。

　

大会を市民総ぐるみで盛り上げ成功させるために、

皆さんのご参加とご協力をお願いします。

日
時
5
月
2
5
日
⑥
（
雨
天
決
行
）

　

受
付
＝
午
前
8
時
～
9
時
（
有

　

終
会
館
前
）
開
会
式
＝
9
時
1
0

　

分
ス
タ
ー
ト
＝
1
0
時

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

種
目
【
2
㎞
】
一
般
女
子
3
9
歳

　

以
下
・
一
般
男
女
4
0
歳
以
上
・

　

小
学
親
子
（
1
～
4
年
）
小
学

　

男
女
（
5
年
以
上
）
「
3
㎞
」

　

中
学
男
女
【
5
㎞
】
一
般
男
子

　

2
9
歳
以
下
・
一
般
男
子
3
0
歳
代

　

・
一
般
男
子
4
0
歳
以
上
・
一
般

　

女
子
【
1
0
㎞
】
一
般
男
子
3
9
歳

　

以
下
・
一
般
男
子
4
0
歳
以
上
・

　

一
般
女
子
【
2
0
上
m
】
一
般
男
女

参
加
資
格
小
学
生
以
上
の
健
康

　

な
人
（
小
中
学
生
は
保
護
者
の

　

同
意
が
必
要
）
。
年
齢
は
大
会

　

当
日
を
起
算
日
と
し
、
親
子
の

　

部
を
除
き
1
人
I
種
目

参
加
費
親
子
の
部
＝
1
0
0
0

　

円
、
小
中
学
生
＝
3
0
0
円
、

　

高
校
生
＝
5
0
0
円
、
一
般
＝

　

1
0
0
0
円

申
し
込
み
締
め
切
り
4
月
2
3
日

　

④
（
郵
送
は
4
月
2
4
日
④
必
着
）

申
し
込
み
方
法
申
込
書
に
参
加

　

費
を
添
え
て
左
記
へ
（
郵
送
の

　

場
合
は
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便

　

小
為
替
に
限
る
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
越

　

前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　

（
〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町
1

　

－
1
大
野
市
教
育
委
員
会
ス

　

ポ
ー
ツ
課
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
3
1
）
ま
で

表
彰
1
～
1
0
位
に
賞
状
と
ト
ロ

　

フ
ィ
ー

※
参
加
者
全
員
に
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　

ド
と
参
加
賞
を
贈
呈
。
制
限
時

　

間
内
の
人
に
は
完
走
証
も
。

山
本
佳
子
選
手
を
招
待

　

今
回
の
招
待
選
手
に
、
山
本
佳

子
選
手
が
決
定
し
ま
し
た
。
山
本

選
手
は
、
パ
リ
マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ラ

ン
ス
・
9
0
年
）
優
勝
や
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
・

9
3
年
）
優
勝
な
ど
の
実
績
が
あ
り

ま
す
。

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催

日
時
5
月
1
2
日
⑥
・
1
5
日
④
・

　

1
7
日
①
・
1
9
日
⑥
・
2
2
日
④
・

　

2
4
日
①
・
2
6
日
⑥
・
2
9
日
④
・

　

3
1
日
①
午
後
7
時
～
9
時

場
所
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

主
催
市
テ
ニ
ス
協
会

定
員
先
着
4
0
人
（
男
女
問
わ
ず
）

参
加
料
2
0
0
0
円

申
し
込
み
方
法
住
所
・
氏
名
・

　

連
絡
先
を
は
っ
き
り
と
、
電
話

　

（
容
6
6
・
3
2
1
2
）
ま
た
は

　

フ
ァ
ク
ス
（
6
5
・
6
1
5
2
）

　

で
酒
井
商
事
春
日
給
油
所
（
月

　

～
金
曜
日
の
午
前
8
時
～
午
後

　

5
時
）
ま
で

施設
スポット

⑩大野市クリーンセンター

　

大
野
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

明
る
く
住
み
よ
い
清
潔
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
昭
和
五

十
三
年
に
本
格
的
な
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
と
し
て
、
現
在
地
の
赤

根
川
と
清
滝
川
の
合
流
地
点
近
く

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
日
常
生
活
か
ら
排
出

さ
れ
る
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い

ご
み
、
粗
大
ご
み
を
対
象
に
、

焼
却
処
理
お
よ
び
資
源
回
収

を
行
う
な
ど
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

施
設
は
焼
却
処
理
設
備
、

公
害
発
生
防
止
設
備
、
不
燃

物
処
理
設
備
、
最
終
処
分
場

（
一
時
貯
留
場
）
に
大
き
く

分
け
ら
れ
ま
す
。
焼
却
設
備

で
は
、
二
つ
の
焼
却
炉
が
一

日
八
時
間
で
約
三
十
五
ト
ン

の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
焼
却
す
る
と
き
に

発
生
す
る
煙
や
ガ
ス
な
ど

は
、
遠
心
分
離
式
マ
ル
チ
サ

イ
ク
ロ
ン
お
よ
び
電
気
集
じ

ん
機
装
置
な
ど
を
導
入
し
、
大
気

汚
染
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

不
燃
物
処
理
設
備
で
は
、
磁
石

に
よ
る
選
別
機
で
ア
ル
ミ
缶
、
ス

チ
ー
ル
缶
、
鉄
類
な
ど
を
回
収
し

て
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
と
埋
め
立
て

地
の
延
命
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
規
模
で
の
環
境
保

全
対
策
が
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
フ

ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
や
環
境
測
定
、

埋
め
立
て
地
の
景
観
対
策
な
ど
、

優
し
い
自
然
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

場
所
東
大
月
1
4
－
1
6

搬
入
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
4
時
3
0
分

休
所
日
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

　

日
、
年
末
年
始

電
話
6
5
・
C
O
T
―
I
C
M
O

冷蔵庫からフロンガスを回収



新しい母子債康手帳

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に

　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を

　

二
月
号
に
引
き
続
い
て
、
母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ
る

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
四
月
か
ら
は
妊
婦
と
乳
児
の
一
般
健
康
診
査
を
市
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
市
内
に
転
入
し
た
と
き

や
市
外
に
転
出
し
た
と
き
は
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
票
は
市
が
発
行

　

母
子
健
康
手
帳
と
同
時
に
発
行

す
る
妊
婦
・
乳
児
の
一
般
健
康
診

査
票
を
使
い
、
委
託
医
療
機
関
で

健
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

健
康
診
査
票
に
は
三
月
ま
で
は

福
井
県
の
知
事
印
が
押
し
て
あ
り

ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
は
大
野
市

の
市
長
印
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

発
行
さ
れ
た
健
康
診
査
票
は
知
事

印
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
し
か
し

四
月
以
降
に
他
市
町
村
で
発
行
さ

れ
た
健
康
診
査
票
は
、
大
野
市
の

住
民
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
課
で
大
野
市
の
健
康
診
査
票

と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
健
診
を
受
け
て

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
票
は
三
枚

発
行
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
四
ヵ
月
ま

で
の
前
期
と
五
ヵ
月
か
ら
七
ヵ
月

の
中
期
、
八
ヵ
月
以
降
の
後
期
に

そ
れ
ぞ
れ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
期
の
検
査
に
は
B
型
肝
炎
の

検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
出
産

予
定
日
に
お
い
て
三
十
五
歳
以
上

の
妊
婦
さ
ん
に
は
、
後
期
に
超
音

波
検
査
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

乳
児
一
般
健
康
診
査
票
は
二
枚

発
行
さ
れ
ま
す
。
出
生
四
ヵ
月
か

ら
六
ヵ
月
の
間
と
九
ヵ
月
か
ら
十

一
ヵ
月
ま
で
の
乳
児
期
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
を
受
け
て
精
密
検
査
が
必

要
な
と
き
に
、
妊
婦
は
一
回
、
乳

児
は
二
回
無
料
で
精
密
検
査
が
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
し
た
ら

　
　

早
め
に
手
続
き
を

　

市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
、
必

ず
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
転
入

先
の
市
町
村
役
場
へ
行
き
、
所
定

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る

と
新
生
児
訪
問
を
で
き
る
だ
け
早

く
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
出
生

届
の
際
に
は
、
必
ず
母
子
健
康
手

帳
に
付
い
て
い
る
出
生
連
絡
票

（
は
が
き
）
の
記
入
を
し
て
、
市

民
課
窓
口
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
他
の
市
町
村
で
出
生

届
を
し
た
場
合
に
は
、
出
生
連
絡

票
（
は
が
き
）
に
切
手
を
張
っ
て

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

主な母子保健サービス（平成9年4月1日以降）

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65・7333）



暮
ら
し
の

ア
J
。
ヤ
バ
イ
ス

見慣れた食品の表示

ご存じ芒すか、この違い

食肉編

　

商
品
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
示
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
目
立
つ
の
が
食
肉
に
付
け
ら
れ
た
表
示
で
、
テ

レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
盛
ん
に
流
れ
て
い
ま
す
。
聞

き
慣
れ
て
は
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
は
っ
き
り
と
意
味
が
分

か
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
そ
の
代
表
的
な
表
示
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ぐ
肉
に
は
「
国
産
『
ブ

と
表
示
さ
れ
て
い
る
も

の
と
「
和
牛
」
と
表
示

さ
れ
て
い
る
物
が
あ
り

ま
す
。
違
い
は
な
ん

令
す
″
・
ｙ

ペ
ノ

　

「
和
牛
」
と
表
示
で

　

き
る
の
は
、
四
種
類

’
だ
け
で
す
。
゛

　
　

「
食
肉
の
表
示
に
関
す
る
公
正

競
争
規
約
」
に
よ
る
と
「
和
牛
」

と
表
示
で
き
る
の
は
国
内
で
飼
育

さ
れ
た
牛
の
う
ち
、
「
黒
毛
和
種
」

　

か
り
け
わ
し
ゅ
に
ほ
ん
た
ん
か
く
し
ゅ

　

「
褐
毛
和
種
」
「
日
本
短
角
種
」

　

「
無
角
和
種
」
の
四
種
だ
け
で
す
。

こ
れ
ら
は
日
本
在
来
の
牛
に
外
国

の
肉
用
の
牛
を
交
配
さ
せ
肉
用
に

改
良
さ
れ
た
物
で
、
い
わ
ゆ
る
霜

降
り
の
高
級
肉
で
す
。

　
　

「
和
牛
」
以
外
の
、
国
内
で
飼

育
さ
れ
た
牛
肉
が
「
国
産
牛
」
と

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
な
ど
の
乳

用
種
を
肉
用
に
飼
育
し
た
物
で
、

肉
質
、
味
覚
で
は
「
和
牛
」
に
か

な
い
ま
せ
ん
が
価
格
は
割
安
で
す
。

　

外
国
か
ら
生
き
た
ま
ま
輸
入
さ

れ
、
国
内
で
一
定
期
間
飼
育
さ
れ

た
後
、
食
肉
処
理
さ
れ
た
物
も

「
国
産
牛
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

ぐ
S
P
F
豚
」
と
表
ノ

示
さ
れ
て
い
る
豚
肉
が

あ
り
ま
す
が
、
何
の
こ

と
だ
か
分
か
ら
ず
に
食

匈
て
い
ま
す
。
ｙ

、
人
工
保
育
や
減
菌
飼
机
／

　

な
ど
で
飼
育
さ
れ
た

／
豚
肉
の
こ
と
で
す
。
～

　

S
P
F
と
は
、
S
p
e
C
・
l
f

・
l
c
（
特
定
の
）
P
a
t
h
o
g

e
n
n
（
病
原
菌
）
F
r
e
e
（
無

い
）
の
英
語
の
頭
文
字
を
取
っ
た

も
の
で
、
こ
の
表
示
の
あ
る
豚
肉

は
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
の
下
で

生
産
さ
れ
た
豚
肉
で
あ
る
こ
と
を

一
下
し
て
ハ
ま
す
。

　
　

「
S
P
F
豚
」
は
、
繁
殖
性
や

発
育
、
肉
質
な
ど
に
悪
い
影
響
を

与
え
る
特
定
の
病
気
を
無
く
す
こ

と
で
、
生
産
性
、
肉
質
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
作
ら
れ
た
豚
肉
で
す
。

　
　

「
S
P
F
豚
」
は
、
帝
王
切
開

法
に
よ
る
出
産
、
人
工
保
育
、
熱

減
菌
飼
料
に
よ
り
、
特
定
の
病
気

を
持
だ
な
い
親
を
作
り
、
そ
の
親

か
ら
生
ま
れ
た
子
豚
を
衛
生
的
に

肥
育
し
て
生
産
し
ま
す
。
こ
の
た

め
健
康
的
に
成
長
し
、
肉
質
も
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
土

今月のスナップ

木本の初午だんごまき

ぐるーぷ登場 越前おくえつネット

　　

運営協議会

パ
ソ
コ
ン
通
信
で
地
域
に
貢
献

　

世
界
中
で
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
通

信
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
そ
の
代
表
格
と
い
え

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
通
信
と
は
、
通

信
機
能
を
持
つ
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー

プ
ロ
を
電
話
回
線
に
つ
な
ぎ
、
文

字
に
よ
り
お
互
い
に
情
報
交
換
や

意
見
の
発
表
な
ど
が
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
い
い
ま
す
。

　

越
前
お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
運
営
協

議
会
（
松
井
巽
会
長
）
は
、
昭
和

六
十
一
一
年
に
愛
好
者
に
よ
り
誕
生

し
ま
し
た
。
現
在
は
五
本
の
回
線

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
は
約
八
百
人
で
、
市
外

の
人
が
半
数
以
上
を
占
め
、
特
に

最
近
は
県
外
か
ら
の
登
録
が
口
立

っ
て
い
ま
す
。

　

お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
に
は
、
電
子

掲
示
板
（
誰
で
も
自
由
に
読
み
書

き
が
で
き
る
）
・
チ
ャ
ッ
ト
（
画

面
で
文
字
を
使
っ
た
会
話
が
で
き

る
）
・
電
7
メ
ー
ル
（
特
定
の
相

手
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
活
発
に
意
見
交
換
さ
れ
て

い
る
の
が
、
昨
年
の
八
月
に
開
設

し
た
福
祉
関
係
の
コ
ー
ナ
ー
「
魔

法
の
杖
」
で
す
。
身
体
に
障
害
を

持
つ
人
た
ち
か
ら
の
質
問

や
要
望
に
つ
い
て
、
コ
ー

ナ
ー
を
見
た
人
が
必
要
な

情
報
や
意
見
な
ど
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

先
の
三
国
で
の
タ
ン
カ

ー
重
油
流
出
事
故
の
際
に

は
、
独
自
で
情
報
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
た
ほ
か
、
三
国

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
開

設
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
作
成
を
代
行
し
、
全
国

に
向
け
て
被
害
状
況
や
必

要
な
物
資
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
情
報
を
発

信
し
ま
し
た
。

　

お
く
え
つ
ネ
ッ
ト
で
は

こ
の
ほ
か
に
も
、
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
講
師

を
務
め
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
体
験
で
き
る
催
し
を
開
催
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
会
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
通
信
の
普
及
と
地
域
へ
の
貢
献

を
目
的
に
活
動
し
ま
す
。

三国でのボランティア情報を伝えるおくえつネット

フックトーク

たいt

『
く
ん
ぺ
い
魔
法
ば
な
し
』

　

高
校
生
の
こ
ろ
「
詩
と
メ
ル
ヘ

ン
」
と
い
う
投
稿
雑
誌
を
見
つ
け

ま
し
た
。
プ
ロ
の
作
家
も
ア
マ
チ

ュ
ア
も
交
っ
て
、
静
か
な
、
温
か

い
世
界
が
広
が
る
雑
誌
で
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
親
元
を
離
れ
た

と
き
も
、
一
つ
一
つ
の
詩
や
絵
に

独
り
暮
ら
し
の
心
細
さ
を
重
ね
合

わ
せ
た
り
、
元
気
付
け
ら
れ
た
り

し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
当
時
連
載
中
の

「
く
ん
ぺ
い
魔
法
ば
な
し
」
は
、

必
ず
初
め
に
読
む
コ
ー
ナ
ー
で
し

た
。
白
黒
の
絵
と
短
い
お
話
の
シ

ン
プ
ル
な
ペ
ー
ジ
で
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
読
み
た
い
、
今
月
は
ど

ん
な
話
と
絵
だ
ろ
う
と
期
待
し
ま

し
た
。

　

日
常
の
さ
さ
い
な
出
来
4
4
を
題

材
に
し
て
い
て
、
ど
こ
に
で
も
あ

り
そ
う
な
文
と
絵
で
す
。
特
別
大

き
な
感
動
を
呼
ぶ
の
で
は
な
い
け

れ
ど
、
心
に
小
さ
な
波
が
起
こ
る

よ
う
な
話
で
す
。

　

魔
法
の
話
で
す
か
ら
、
不
思
議

な
出
来
事
も
あ
り
ま
す
が
、
全
く

あ
り
そ
う
で
も
な
い
の
が
、
ま
た

不
思
議
な
の
で
す
。

　

作
者
の
東
君
平
氏
は
、
昭
和
六

上
一
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
没

後
に
絶
版
の
絵
本
が
復
刊
さ
れ
た

り
、
雑
誌
や
新
聞
の
連
載
作
品
が

一
冊
の
本
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
『
く
ん
ぺ
い
魔
法
ば
な
し
』

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

少
し
頼
り
無
さ
そ
う
な
表
情
の

人
物
や
犬
や
猫
た
ち
が
、
作
者
の

「
か
ぎ
り
な
い
や
さ
し
さ
」
を
持

っ
て
、
い
つ
ま
で
も
そ
ば
に
い
て

く
れ
る
よ
う
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館

　
　

（
容
6
5
・
5
5
0
0
）
ま
で

『くんぺい魔法ばなし』

　　

束君平著

　　

サンリオ



私屯，4ノ・｀ぐこそ

公
民
館
に
消
音
装
置
の
あ
る
部
屋
を

固

　

僕
は
、
友
人
と
市

内
で
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

を
結
成
し
て
、
音
楽

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
練
習
会
場
が
な
か

な
か
確
保
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

僕
た
ち
は
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

の
活
動
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
夜

間
に
練
習
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
大

き
な
音
に
よ
る
近
所
迷
惑
で
す
。

　

消
音
装
置
が
あ
る
民
間
の
ス
タ

ジ
オ
は
使
用
料
が
高
く
、
普
段
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
が
不
良
と
見
な

さ
れ
た
時
代
は
過
去
と
な
り
、
音

楽
愛
好
者
は
増
え
て
い
ま
す
。
身

近
な
公
民
館
に
こ
そ
思
い
き
り
練

習
で
き
る
場
所
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
（
二
4
一
歳
男
性
）

A

：祉祉

．●・｜．≒．II

　

市
に
あ
る
八
つ
の

公
民
館
に
は
、
消
音

装
置
を
し
た
部
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
残
念
な
が
ら

ご
希
望
に
添
え
る
状
況
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
市
民
が
利
用
で

き
る
公
共
施
設
で
消
音
装
置
を
し

た
部
屋
が
あ
る
の
は
有
終
会
館
と
、

ド
庄
公
民
館
に
併
設
し
て
い
る
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
す
。

　

有
終
会
館
の
音
楽
室
の
広
さ
は

九
ト
五
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
使

用
料
は
、
平
口
の
夜
間
は
二
千
五

百
円
、
土
曜
・
日
曜
日
ま
た
は
祝

日
の
夜
は
三
千
三
百
円
で
す
。

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
音
楽
室

の
広
さ
は
、
四
十
八
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
使
用
料
は
夜
間
な
ら
い
つ

で
も
八
百
円
で
す
。
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
場
合
、
ホ
ー
ム
の
登
録

者
は
使
用
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
、
市
文
化
協
会
へ

加
盟
す
る
な
ど
し
て
社
会
教
育
関

係
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、

使
用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
る

人
の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

市
教
育
委
員
会
と
大
野
青
年
連
絡

会
が
、
六
月
を
め
ど
に
「
手
作
り

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
開
催
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
（
社
会
教
育
課
長
）

勤労青少年ホームの音楽室l

諏聯特珍

自
立
で
き
る
農
業
を
目
指
し

市
認
定
農
業
者
協
議
会
会
長

松
田
信
也
さ
ん
（
5
1
歳
庄
林
）

　

松
田
さ
ん
は
、
二
月
十
九
日
に

県
内
七
市
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た

大
野
市
認
定
農
業
者
協
議
会
の
初

代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
二
十
五
年
前
に
脱

サ
ラ
し
専
業
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
稲
作
を
中
心
に
徐
々

に
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
り
、
現

在
で
は
ニ
ト
、
を
耕
作
す
る
中
核

農
家
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
わ
ば
農
業
の
プ
ロ
で
あ
る
認

定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
た
の
は
。

昨
年
の
こ
と
で
す
。
市
内
に
ニ
ト

六
人
い
る
認
定
農
業
者
の
連
携
を

目
指
し
、
自
ら
協
議
会
の
設
立
に

奔
走
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
信

念
を
持
ち
農
業
に
取
り
組
む
認
定

農
業
者
の
こ
と
、
百
出
す
る
意
見

を
集
約
し
議
論
し
て
、
設
立
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
経
営
研
修
や
交
流
会
、

視
察
な
ど
を
企
画
し
自
立
で
き
る

農
業
経
営
を
目
指
し
て
活
動
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
　

「
協
議
会
が
親
ぼ
く
と
情
報
交

換
の
場
と
し
て
機
能
し
、
お
互
い

が
刺
激
し
あ
え
る
よ
う
皆
さ
ん
の

手
伝
い
を
す
る
だ
け
で
す
。
後
継

者
問
題
は
、
生
活
基
盤
が
確
立
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
大
野
巾
の
認
定
農
業
者
は
県

内
で
は
多
い
が
、
制
度
そ
の
も
の

を
知
ら
な
い
農
業
者
も
少
な
く
な

い
の
で
、
宣
伝
も
重
要
な
仕
事
に

な
る
で
し
ょ
う
」
と
農
業
の
活
性

化
に
向
け
て
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
「
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
・
大
野
」

　

参
J
＾
5
T
i
U
J
を
募
集

歴
史
セ
ミ
ナ
ー
・
大
野
と
は

　

歴
史
セ
ミ
ナ
ー
・
大
野
は
、
郷

土
歴
史
家
の
河
原
哲
郎
さ
ん
を
講

師
と
し
て
、
平
泉
寺
全
盛
時
代
、

金
森
長
近
か
ら
土
井
利
忠
の
時
代

を
中
心
に
、
ふ
る
さ
と
大
野
の
歩

み
を
学
習
し
、
大
野
の
良
さ
を
再

発
見
し
て
今
後
に
生
か
す
自
主
学

習
グ
ル
ー
プ
で
す
。

い
つ
、
ど
こ
で

　

四
月
か
ら
十
二
月
の
第
一
一
月
曜

日
の
午
後
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま

で
、
大
野
公
民
館
で
学
習
し
ま
す
。

研
修
旅
行
な
ど
を
実
施
す
る
場
合

は
、
期
日
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

会
費
は

　

年
会
費
三
千
円
で
、
研
修
・
探

訪
費
用
な
ど
は
、
別
途
実
費
負
担

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は

　

稲
葉
良
雄
さ
ん
（
泉
町
1
2
－
3
5

豊
6
6
・
0
6
9
5
）
ま
で
。



姉妹都市きずなより強く

古河市と災害応援協定結ぶ

　

2月17日、市は姉妹都市の茨城県古河市と

災害時における相互応援協定を結びました。

古河市役所で行われた調印式には天谷市長、

砂子議長らが出席し、協定書に調印。この協

定には、災害時における食料や飲料水など生

活必需物資の供給、消火や医療・防疫などの

応急活動、住宅やボランティアのあっせん、

児童生徒の受け入れなど、具体的な相互の応

援体制が定められています。これまでの交流

に加え、災害対策の面でもさらにきずなが強

まりました。

効率化へ連携を強化

認定農業者協議会が発足
市内の認定農業者の連携を図る臨

協議会が、2月19田こ有終会館で設立されま

した。7市では初の協議会です。認定農業者

とは農学の近代化を図り経営改善に努めてい

る専業農家や法人に与えられる名称で、低利

の融資が受けられるなどの優遇措置がありま

す。協議会は26人と2法人で組織され、会長

に松田信也さん（庄林）を選出し、パソコン

での経営研修会や農業法人化研修などの事業

計画を決めました。

中野工業団地に3社目

福井経編興業の進出決定

　

福井市の福井経編興業株式会社が中野工業

団地に進出することになり、3月3日、有終

会館で工場立地に関する基本協定の調印が行

われました。同社では子会社を設立し、約1

7，300平方にの敷地に約4，600平方

にの工場1棟を建設します。8月に着工、来

年4月に操業予定で、水着や自動車の内装用

に使われるトリコット生地を製造します。初

年度は10人の採用予定で、3年後には25人に

なる見込みです。

話循回也場秘書広報課広報広聴係豊66－1111



温遇回也場
一人ひとりが充実した人生を

市生涯学習推進大会開かれる

　

3月8日、約300人が参加して有終会館

で「生きがい求めて豊かな人生」をテーマに、

第17回市生涯学習推進大会が開かれました。

開会式では生涯学習の推進に貢献した8人と

2団体の表彰が行われました。その後学習グ

ループや地域活動に取0組む団体のビデオ紹

介や、特色ある農業を実践している建石正治

さん（五条方）と個人で人文台を持ち仲間と

活動している井部極さん（有明町）による体

験発表、インターネットの説明などが行われ

ました。

手続きや相談窓口が一冊で

ふくしハンドブック発刊

　

l打は、このほど市民が福祉サービスを受け

るための手続きをまとめた小冊子「ふくしハ

ンドブック」を作成しました。ハンドブック

はA5判で76ページのカラー印刷。高齢者や

心身障害者、母子家庭などの項目ごとに「児

童扶養手当を受けるには」「ホームヘルパー

を派遣してもらうには」など身近な問題に答

える形式になっています。4，000部を印

刷し各区長・班長、民生委員・児童委員、保

健推進員などに配布しました。多少残りがあ

0ますので希望者は市役所福？IL課まで。

待ち時間短縮、検索便利に

図書館のOA化か完了

　

市民がより快適に利用できるよう、2年前

から取り組んできた図書館のOA化か完了

し、2月25日にシステムの稼働式が行われま

した。館内に設置された2台の利用者端末機

からは、書名、著者名の一部や出版社名から

も本の検索ができます。また新たに導入した

利用者カードと図書のバーコードを読み取る

だけで貸し出しや予約手続きが済むため、待

ち時間が短縮しました。借りたい本の有無や

予約状況もすぐに分かります。新しいカード

を持つていない人はお早めに。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

4月

…
変
わ
り
ま
す
固
定
資
産
税

　

納
期
と
証
明
事
務
手
数
料

　

今
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替

え
に
当
る
た
め
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
納
期
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
第
1
期
の
納
期
は
、
5

月
1
日
～
6
月
2
日
で
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
書
と
一
緒
に
課
税

の
明
細
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
証
明
事
務
申
請
手
数
料
変
更
】

　

住
宅
用
家
屋
の
所
有
権
保
存
登

記
や
所
有
権
移
転
登
記
な
ど
の
登

録
免
許
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、

証
明
事
務
申
請
手
数
料
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

改
正
前
1
件
1
2
0
0
円

改
正
後
1
件
1
3
0
0
円

適
用
日
平
成
9
年
4
月
1
日
以

　

降
に
か
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
税
務
課

　

資
産
税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
2
5
・
4
2
6
）
ま
で

…
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　

国
際
交
流
事
業
に

青
年
や
女
性
の
皆
さ
ん
、
国
際

交
流
事
業
に
参
加
し
、
視
野
を
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
社
会
参
加
に

意
欲
と
関
心
の
あ
る
人
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
負
担
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

【
国
際
青
年
の
船
】

期
間
7
月
2
6
日
①
～
8
月
5
日

　

唐
（
H
日
間
）

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ウ
ズ
ベ
キ
ス

　

タ
ン
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ー
ド
イ

　

ツ
ー
デ
ン
マ
ー
ク

募
集
人
員
一
般
団
員
（
1
8
～
3
2

　

歳
で
高
校
生
除
く
）
7
1
人
、
指

　

導
者
（
3
3
～
4
0
歳
）
5
人

負
担
金
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
2
5
万

　

9
千
円
～
3
6
万
4
千
円

【
国
際
婦
人
の
船
】

期
間
7
月
2
6
日
①
～
8
月
5
日

　

㈹
（
H
日
間
）

訪
問
国
ロ
シ
ア
ー
ド
イ
ツ

募
集
人
員
2
7
人
（
3
3
～
6
3
歳
）

負
担
金
3
3
万
3
千
円

【
近
畿
青
年
洋
上
大
学
】

期
間
8
月
1
3
日
2
～
8
月
2
5
日

　

2
（
1
3
日
間
）

訪
問
国
中
国
・
韓
国

募
集
人
員
学
生
・
一
般
（
2
0
～

　

3
0
歳
）
3
0
人
、
リ
ー
ダ
ー
（
3
1

　

～
4
0
歳
）
I
人

負
担
金
学
生
・
一
般
＝
1
6
万
円

　

リ
ー
ダ
ー
9
万
円

締
め
切
り
い
ず
れ
も
4
月
3
0
日

　

四
ま
で

選
考
5
月
2
5
日
2
に
ユ
ー
・
ア

　

イ
ふ
く
い
（
生
涯
学
習
館
）
で
、

　

書
類
・
作
文
審
査
、
筆
記
試
験
、

　

面
接

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
1
）

　

ま
た
は
県
庁
県
民
生
活
部
青
少

　

年
女
性
課
（
a
0
7
7
6
・
2
1

　

・
1
1
1
1
内
線
9
八
一
り
｀
）
″
り
ら
／
】
）

　

ま
で

2
回
鳴
り
ま
す

　
　

亀
山
の
サ
イ
レ
ン

　

4
月
8
日
収
は
、
市
の
大
火
記

念
日
で
す
。
大
野
地
区
消
防
本
部

で
は
、
こ
の
日
を
記
念
し
て
春
季

消
防
総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

午
前
9
時
の
訓
練
開
始
時
に
は
、

亀
山
の
サ
イ
レ
ン
が
2
回
鳴
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

…
養
成
講
座
に
参
加
し
で

　

食
生
活
改
善
推
進
員
に

　

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
平
成
9
年
5
月
～
1
0
年
2

　

月
の
毎
月
第
4
金
曜
日
（
1
2
月

　

の
み
第
3
金
曜
日
）
午
前
9
時

　

3
0
分
～
午
後
1
時

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
健
康
・
栄
養
・
運
動
な
ど

　

の
講
義
、
成
人
病
予
防
食
な
ど

　

の
調
理
実
習

対
象
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
意

　

欲
を
持
ち
、
推
進
員
と
な
っ
て

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る

　

女
性

定
員
3
0
人

受
講
料
無
料

締
め
切
り
5
月
7
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
7
3

　

3
3
）
ま
で

…
と
つ
さ
の
時
の
英
会
話

日
時
4
月
2
1
日
2
・
2
8
日
2
・

　

5
月
1
2
日
2
・
1
9
日
2
・
2
6
日

　

2
・
6
月
2
日
2
・
9
日
2
・

　

1
6
日
2
・
2
3
日
2
・
3
0
日
2

　

午
後
7
時
～
9
時

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料
2
0
0
0
円

定
員
2
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）
ま
で

交通
安全

聶
び

も
う
で
き
て
い
ま
す
か

　
　
　

幼
児
の
安
全
教
育

　

い
よ
い
よ
新
学
期
で
す
。
屋

外
で
の
活
動
が
活
発
に
な
る
季

節
で
す
が
、
小
さ
い
子
供
を
持

つ
家
庭
の
心
配
は
、
交
通
事
故
。

特
に
幼
児
は
、
視
野
の
狭
さ
や

知
識
の
乏
し
さ
な
ど
か
ら
、
事

故
に
遭
う
危
険
が
大
き
い
と
い

え
ま
す
。

　

子
供
に
ど
の
程
度
交
通
安
全

の
し
つ
け
が
身
に
付
い
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
よ
う
。

　

【
新
入
学
児
】
右
側
通
行
が
で

　

き
、
信
号
機
の
あ
る
交
差
点

　

を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

【
今
春
に
年
長
児
】
走
っ
た
り

　

ふ
ざ
け
た
り
し
な
い
で
右
側

　

を
歩
け
る
か
。
信
号
機
の
見

　

方
・
表
示
の
意
味
を
理
解
し

　

て
い
る
か
。

　

【
今
春
に
年
中
児
】
曲
が
り
角

　

や
道
路
を
渡
る
と
き
に
、
必

　

ず
止
ま
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

【
三
歳
以
下
】
一
人
で
戸
外
に

　

出
な
い
よ
う
親
や
大
人
と
I

　

緒
に
外
出
し
、
し
っ
か
り
手

　

を
つ
な
い
で
い
る
か
。

　

あ
な
た
の
子
供
は
ど
う
で
す

か
。
焦
ら
ず
着
実
に
一
人
で
で

き
る
よ
う
に
、
家
族
で
教
育
と

応
援
を
し
ま
し
よ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
子

供
の
飛
び
出
し
に
備
え
、
ス
ピ

ー
ド
を
抑
え
た
ゆ
と
り
あ
る
運

転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。



●INFORMATION

§77す・お花貝77す

第19回大野さくらまつり
会場亀山公園と旧大野高校跡地

期日4月5日（土）～20日（日）

◆お祭り広場19日出午後O時～午後9時

　　　　　　　

20日弁午前10時～午後3時

　

お花見そば・お茶処・お花見弁当・フリーマーケット、

　

花の苗木販売、歌謡ショー、踊り・太鼓・カラオケなど

◆モデル撮影会20日㈲午前10時30分～午後3時

●
海
外
航
海
を
体
験

　
　
　

B
＆
G
少
年
の
船

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
の
夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
第

2
0
回
B
＆
G
「
少
年
の
船
」
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

期
間
7
月
2
8
日
⑥
～
8
月
5
日

　

㈹
寄
港
地
グ
ア
ム
ー
サ
イ
パ
ン

対
象
中
学
生
・
高
校
生

募
集
定
員
4
人

参
加
費
1
3
万
7
0
0
0
円

締
め
切
り
4
月
6
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
B

　

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3

　

－
1
7
1
1
a
6
4
・
1
3
1

　

1
）
ま
で

●
春
は
異
動
の
多
い
時
期

　

こ
ん
な
時
は
届
け
出
を

　

春
は
会
社
に
就
職
し
た
り
転
職

・
退
職
し
た
り
と
、
異
動
の
多
い

時
期
で
す
。

　

国
民
年
金
で
は
、
こ
の
よ
う
な

異
動
に
伴
な
い
年
金
の
種
類
が
変

わ
る
た
め
、
市
役
所
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　

特
に
、
厚
生
年
金
保
険
や
各
種

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
の

被
扶
養
配
偶
者
は
、
配
偶
者
が
会

社
を
転
職
し
た
り
退
職
し
た
と
き

に
も
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

届
け
出
は
こ
ん
な
時
に
必
要
で
す
。

①
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
国
民
年

　

金
加
入
者
が
会
社
に
就
職
し
た

　

と
き

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
会
社
を
退

　

職
し
た
と
き

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
扶
養
に
な
っ

　

て
い
る
奥
さ
ん
の
場
合
は

・
夫
が
会
社
を
退
職
し
た
と
き

・
夫
が
転
職
し
た
と
き

・
夫
が
6
5
歳
に
な
っ
た
と
き

・
夫
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
外

　

れ
た
と
き

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年

金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

5
5
・
4
5
6
）
ま
で
。

●
交
通
安
全
総
点
検
を
実
施

　

市
と
県
で
は
、
建
設
省
・
警
察

と
共
に
交
通
安
全
総
点
検
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
総
点
検
は
、
交
通
安
全
へ

の
参
加
意
識
を
高
め
誰
も
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
道
路
交
通
環
境

を
確
保
す
る
た
め
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
意
見
を
聞
く
た
め

ア
ン
ヶ
I
ト
と
現
地
点
検
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
基
に
改
善
計
画

を
策
定
し
、
実
施
で
き
る
も
の
か

ら
改
善
を
進
め
ま
す
。

日
時
4
月
1
5
日
収
午
前
9
時
3
0

　

分
～
午
前
H
時
3
0
分

点
検
地
域
下
庄
小
学
校
校
下

　
　

（
交
通
安
全
モ
デ
ル
指
定
校
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
建
設
課

　

道
路
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
3
4
3
）
ま
で

●
ご
存
じ
で
す
か

　
　
　

民
事
調
停
の
制
度

　

民
事
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
手

段
の
一
つ
と
し
て
、
裁
判
所
に
は

民
事
調
停
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
民
事
調
停
と
は
、
裁
判
所
の

調
停
委
員
会
の
仲
介
に
よ
っ
て
、

相
手
と
の
話
し
合
い
で
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
制
度
で
、
非
公
開
で

に
り
わ
れ
ま
す
。

　

申
し
立
て
の
内
容
は
、
不
動
産

の
権
利
や
お
金
の
賃
借
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
民
事
関
係
の
法
律
が
か
ら

ん
だ
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
も
め
ご
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

借
金
な
ど
の
支
払
期
日
の
延
期

や
分
割
払
い
を
求
め
た
い
よ
う
な

場
合
に
も
、
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
立
用
紙
は
、
大
野
簡
易
裁
判

所
（
城
町
1
－
5
容
6
6
・
2
1

2
0
）
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。
大
野
簡
易
裁
判
所
の
調

停
係
が
手
続
き
に
関
し
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
お
済
み
で
す
か

　

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付

　

労
働
保
険
の
申
告
と
納
付
は
、

5
月
2
0
日
ま
で
で
す
。
平
成
9
年

度
か
ら
概
算
保
険
料
を
分
割
納
付

で
き
る
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
雇
用
保

険
課
（
豊
0
7
7
6
・
2
1
・
1
1

1
1
）
ま
た
は
、
福
井
労
働
基
準

局
（
a
0
7
7
6
・
2
2
・
2
6
5

5
）
ま
で
。

青
年
会
議
所
創
立
3
0
周
年
記
念

大
野
少
年
の
翼
m
参
加
者
募

期
間
7
月
下
旬
の
一
週
間

行
き
先
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
パ

　

ー
ス
と
そ
の
周
辺
）

参
加
者
大
野
市
・
和
泉
村
に
在

　

住
の
中
学
生
6
0
人
（
先
着
順
）

参
加
費
用
2
0
万
円
（
渡
航
手
続

　

関
係
諸
費
用
、
任
意
保
険
料
な

　

ど
は
別
途
個
人
負
担
）

募
集
期
間
4
月
2
1
日
⑧
～
5
月

　

1
0
日
①

申
し
込
み
方
法
大
野
青
年
会
議

　

所
指
定
の
参
加
申
込
書
を
提
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
午

　

前
9
時
～
午
後
1
時
＝
大
野
青

　

年
会
議
所
（
天
神
町
1
－
1
9
有

　

終
会
館
内
き
6
6
・
1
2
3
3
）

　

午
後
1
時
以
降
＝
吉
田
篤
弘
さ

　

ん
（
豊
6
6
・
2
5
9
0
）
ま
た

　

は
立
平
敏
浩
さ
ん
（
容
6
6
・
1

　

0
3
3
）
ま
で



″
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小
学
校
の
思
い
出
文
集
三
冊

　
　

塚
田
智
津
子
さ
ん
（
右
近
次
郎
）

　

右
近
次
郎
の
塚
田
智
津
子
さ
ん
（
‐
一
歳
）

の
宝
は
、
小
山
小
学
校
の
一
年
生
か
ら
三
年

生
の
と
き
ク
ラ
ス
で
作
っ
た
文
集
で
す
。
B

4
サ
イ
ズ
の
わ
ら
半
紙
で
、
い
わ
ゆ
る
ガ
リ

版
刷
り
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
部
で
三
冊
あ
り
、
一
年
生
の
と
き
は

「
や
ぎ
の
子
」
、
二
年
生
は
「
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
」
、

三
年
生
で
は
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
と
そ
れ
ぞ
れ

名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

文
集
は
、
当
時
担
任
を
務
め
た
大
宮
千
枝

子
先
生
（
故
人
）
が
、
ク
ラ
ス
三
上
一
人
み

ん
な
の
思
い
出
づ
く
り
に
と
発
案
し
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。

　

遠
足
や
遊
び
の
思
い
出
、
身
近
な
話
題
を

占
い
た
作
文
を
先
生
が
清
書
し
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
。
カ
ッ
ト
の
絵
は
子
供
た
ち
が
か
い

た
も
の
で
す
。
「
や
ぎ
の
子
」
で
は
、
ま
だ

上
手
に
文
章
を
書
け
な
い
子
供
の
話
し
言
葉

を
聞
き
取
っ
て
、
先
生
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

塚
育
さ
ん
は
、
今
も
こ
の
三
冊
の
文
集
を

職
場
の
机
に
大
事
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
懐

か
し
さ
と
先
生
の
優
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

近
く
に
置
い
て
お
き
た
い
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
　

「
本
当
に
優
し
か
っ
た
先
生
の
笑
顔
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
文
集
を
読
み
返
す
た
び
に

当
時
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
今
の

子
供
な
ら
も
っ
と
上
手
に
作
文
が
で
き
る
で

し
よ
う
ね
。
内
容
は
た
わ
い
も
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
夢
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
の
子
供
に
も
い
っ
ぱ
い
夢
を
描
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
文
集
に
書
か
れ
た
大
宮
先
生
の
。
さ

び
し
い
時
か
な
し
い
時
、
ど
う
ぞ
こ
の
思
い

出
の
泉
の
声
を
聞
き
に
も
ど
っ
て
く
だ
さ
い

ね
’
と
い
う
言
葉
が
、
塚
田
さ
ん
の
心
に
今

も
生
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

市民のうごき

3月1日現在 前月比

世帯数 に524世帯 27世帯

人口 41，357人 △2人

内訳
男 19．789人 7人

女 21，568人 △9人

2月中の児動
転入 78人 出生 18人

転出 56人 死亡 42人

市内の交通事故状況（nヵヽ9お）

件数内訳
平成9年

2月末

平成8年

2月末
比較

総件数 138件 口3件 25件

人

身
事
故

件数 23件 24件 △目牛

死者 O人 O人 O人

傷者 41人 35人 6人

物損事故 115件 89件 26件

表
紙
の
こ
と
ば

　

冬
も
過
ぎ
去
り
、
春
本
番
と

な
り
ま
し
た
。
有
終
東
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
員
4
8

人
）
で
も
、
待
ち
わ
び
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
練
習
を
開
始
。
団

員
た
ち
は
冬
期
間
の
屋
内
練
習

の
成
果
を
確
か
め
な
が
ら
、
元

気
い
っ
ぱ
い
で
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍

が
楽
し
み
で
す
。

編
集
後
記

　

県
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
広
報
お
お
の
」
が
三
年
連
続

の
知
事
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
様

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
お
か
げ
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
市
民
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙

作
り
に
努
力
し
ま
す
の
で
、
ご

意
見
・
要
望
・
話
題
な
ど
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

厘X、、見i弓・

　

ワ
イ
ン
が
好
き
な
の

で
よ
く
飲
む
。
赤
で
も

白
で
も
構
わ
ず
に
、
た

く
さ
ん
食
べ
な
が
ら
飲

む
。
肉
や
魚
、
そ
し
て

パ
ン
や
お
に
ぎ
り
で

も
、
さ
ら
に
お
菓
子
や
ヶ
I
キ
に
だ
っ
て
よ
く

合
う
▼
以
前
、
初
め
て
訪
ね
た
家
で
、
自
家
製

の
果
実
酒
を
出
さ
れ
た
。
山
ブ
ド
ウ
を
ブ
ラ
ン

デ
ー
で
漬
け
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
飲
ん
で
み

る
と
、
ほ
ん
の
り
甘
く
て
、
し
つ
こ
く
な
く
適

当
に
渋
み
も
あ
り
、
良
く
で
き
て
い
た
。
何
杯

も
お
代
わ
り
を
し
て
、
ど
こ
で
採
れ
る
山
ブ
ド

ウ
で
作
っ
た
の
か
と
、
そ
の
家
の
主
人
に
尋
ね

た
。
主
人
は
に
や
り
と
笑
っ
て
、
「
大
野
の
山

で
採
れ
た
山
ブ
ド
ウ
だ
」
と
だ
け
答
え
た
？
山

ブ
ド
ウ
を
採
る
に
は
、
木
に
登
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
採
っ
て
き
て
か
ら
の
作
業
も
大
変

な
の
で
、
私
な
ど
に
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
暖

か
い
部
屋
の
中
で
、
一
番
お
い
し
い
と
こ
ろ
だ

け
頂
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
、
採
れ
る
場
所

を
詳
し
く
知
ら
な
く
て
も
い
い
。
大
野
の
山
の

ど
こ
か
に
、
そ
う
い
う
い
い
場
所
が
あ
る
ん
だ

と
い
う
主
人
の
満
足
そ
う
な
横
顔
を
見
な
が
ら
、

そ
う
思
っ
た
▼
そ
れ
に
し
て
も
、
お
い
し
い
山

ブ
ド
ウ
酒
だ
っ
た
。
ワ
イ
ン
を
煮
詰
め
て
煮
詰

め
て
か
ら
、
長
い
間
寝
か
せ
て
作
っ
た
ブ
ラ
ン

デ
ー
で
、
採
れ
た
ば
か
り
の
山
ブ
ド
ウ
を
漬
け

る
と
い
う
こ
と
は
、
子
が
親
を
迎
え
に
い
く
よ

う
な
、
な
に
か
懐
か
し
い
感
じ
が
す
る
？
水
の

い
い
大
野
で
は
、
い
い
米
が
育
っ
て
い
い
清
酒

に
な
る
。
ブ
ド
ウ
と
な
る
と
栽
培
で
き
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
も
し
も
大
野
の
水

で
ワ
イ
ン
が
作
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ

う
。
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
．
1
1
1
1
）
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